
「循環器疾患患者由来 iPS 細胞を用いた病態解明ならびに新規医療技術開発研究」 

 

【研究の目的・概要】 

これまでに、心不全をはじめとする循環器の病気に対して多くの研究が行われてきましたが、ヒトに起

きる病気にはまだまだ分からないことがあります。これまでの研究は、主にマウスやラット等のモデル

動物を用いて行われてきましたが、ヒトの病気を解明するためには、「ヒトの心筋細胞」を用いて研究を

行う必要があります。本研究は、iPS 細胞技術を用いて、ヒトの病気の特徴を有した心筋細胞を作製し、

研究開発を行うことを目的とします。対象は、大阪大学医学部附属病院で診療を受けられている心筋症、

心不全、不整脈、肺高血圧症などの患者さんです。研究内容を説明の上、同意を頂いた患者さんから血液

を採取し、iPS 細胞を作製します。作製した iPS 細胞を心筋細胞などに分化させ、病気の解明、治療法の

開発を目指します。 

【研究実施予定期間】 

2016 年 2 月 24 日～2029 年 3 月 31 日 

【研究の方法】 

通常の採血と同様の方法で血液を採取し、そこから分離した細胞に対して初期化因子という遺伝子を導

入することで iPS 細胞を作成します。作成した iPS 細胞は、個人情報を削除した上で特定の ID によって

管理されます。iPS 細胞に特定の刺激を加えることで心筋細胞に分化させ、様々な解析を行います。病気

に対する研究を更に進めるため、この研究で作られた iPS 細胞は、理化学研究所などが運営するバイオ

リソースセンターに寄託し、日本や海外の研究機関で広く利用させていただく可能性があります。 

また、過去に適切な倫理委員会の承認を受けた研究(iPS 細胞を用いた難治性循環器疾患の病態解明およ

び治療法開発研究)で作成・保管された試料、理化学研究所バイオリソースセンターで公に配布されてい

る iPS 細胞も本研究において利用させていただきます。 

【研究組織】 

大阪大学大学院医学系研究科 

循環器内科学、重症心不全内科治療学共同研究講座、心血管再生医学共同研究講座、心臓血管外科学、最

先端再生医療学共同研究講座、医療情報学、感染症・免疫学講座ウイルス学、感染制御学講座、小児科学 

大阪大学大学院生命機能研究科 

医化学 

【共同研究機関】 

京都大学 iPS 細胞研究所 

理化学研究所生命システム研究センター 

大阪大学大学院・基礎工学研究科 

大日本印刷株式会社研究開発センター 



金沢大学付属病院循環器内科 

大阪大学微生物病研究所 

大阪大学大学院 薬学研究科 

国立循環器病研究センター 

東京大学医学部付属病院 循環器内科 

【研究責任者】 

大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学講座 教授 坂田泰史 

【お問い合わせ先】 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

また、情報や試料が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了

承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。 

大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学講座 

講師 肥後修一朗 

大阪府吹田市山田丘２－２ TEL 06-6879-3636 


